
Vol.77

2025年6月号

福田 昌弘 【所長】
（ふくだ まさひろ）

加藤 忠志
（かとう ただし）

いまだに

レンタルふくしのまち鴻巣便り

久しぶりに読書♪⑭

波田野 正
（はたの あきら）

理学療法士

夏の便利グッズ紹介

阿部 友亮
（あべ ともあき）

お昼は炊き立てご飯！

最近読んだお勧め本のご紹介です。

本日は、お日柄もよく 原田 マハ 著 徳間文庫

かなり前にさらっとご紹介しました、忘れた頃についまた

読み返したくなる私の中の再読本ナンバーワンの本にな

ります。

簡潔にまとめますと、①言

葉の大切さを勉強できる。

②クスッと笑かしてくるシーン

が何気に多い。

③気づいたら、涙が。。。

と、誰が読んでも納得の1冊

だと思います。

興味のある方は、是非読んで

みて下さい♪

家から比較的、近くにできた

道の駅に行こうと思い何度か

行こうと思ったのですが、混ん

でいたり、行こうとした日が雨

で行くのをやめたりで、いまだ

に行ってません、車で10分く

らいのところですが、土日は渋

滞していて自転車で行ったほ

うが早く散歩がてらに行こうと

したら、雨だったので、このま

ま暫く、行かなそうです、

かなり混んでいるみたいなの

で、行ってみたら、まち便りで

お伝えします。

私が普段、使用しているものの紹介です！

画像見ればすぐにわかってしまうのですが、ご飯が

炊けてしまう弁当箱なんです。

簡単なんです、おコメ入れて水入れてボタン押して

14分待つだけであっという間に炊き立てご飯！

どうしても炊き立てのご飯食べたい私にとっては、

QOL向上しました♪もう電子レンジでチンして営業

所でご飯は食べれません。ほぼ毎日営業所のデス

クでご飯炊いてます(笑)

炊き立てのご飯食べたい方

にはおすすめです！

金額は約6千円（サイトに

より前後）でした。

夏日が辛い今日この頃、皆さんはいかがお過ごし

でしょうか。

皆さんも最近の照り付ける日差しで車内が暑く

なってお困りではないでしょうか。サンシェードを付

けるにしても手間でしょうがなく諦める…そんな方

が多いかと思います。そんな時は「折り畳み傘タイ

プのクイックサンシェー

ド」がおすすめです！こ

れは言わずもがな、傘

のように開く⇒置くで簡

単です。

ファッション市場サンキ

に約1,000円程で販

売されてました。

048-543-5848



黒沢 紫雲
（くろさわ しうん）
義肢装具士

入梅の候…気温のあやふやな乱高下に揉まれてバテかける身体を栄養サプリメントでなんとか誤魔化す折に、

重厚なる風体に気品を添えて確たる幸せを齎したるものは…そうです、甘いものです！

写真は、埼玉県さいたま市大宮区錦町630…いわゆる大宮駅の構内、中央改札（南）内にございます、ecute

大宮の一店舗、『FOUNDRY』さんの旬の果実の一品『国産苺のタルト（練乳ソース添え）¥4，596-』です。

手を出すには中々勇気のいるお値段ッ!…と思われる諸兄諸姉もいらっしゃるかもしれませんが、こちらは購入

できる中では最大サイズの直径15㎝のものとなっています。12㎝のものや1ピースごとの購入も出来ますので、

ご自身の欲望のサイズに応じたものをお選び頂きますれば………という訳で！！欲望にまみれにまみれた黒沢

の選択は脇目も振らずに最大サイズです！！やっぱり非課税所得とケーキはデカい方が嬉しいじゃんねぇえ！！！

さて、本題のケーキに触れていきますが、タルト生地の上でこんもりとひしめくツヤツヤの苺たち…美味しい苺を

盛れるだけ盛ることこそが苺タルトの本懐ッ！との魂の叫びが聞こえてきそうな様相ですが更にその上に、写真

では見切れてしまっているのですが何か白いものが刺さっています。果たしてその正体とは…鳥だ！飛行機だ！

いや、練乳が入っているスポイトだッ！！ということで、欲しい人には嬉しいトッピングをケーキに突き刺して添えて

くれるという中々にパワフルかつエキサイティングな見た目のサービスなのでした。そして、お味の方も見た目の

インパクトを裏切らない…というよりも、『こんな美味しいものが世の中に存在していて、それが自分でも手に

入っちゃうんだ』という謎の感動すら抱くようでした。先立って『ツヤツヤの苺たち』と表現しましたが、このツヤ

の秘訣は苺に塗られた『ナパージュ』で、ジューシーな苺にゼリーあるいはジュレのようなつるつるぷるりとした

舌触りを付加しています。じゅわっと広がる国産苺のナチュラルで贅沢な甘酸っぱさと、ザクザクのタルト生地の

食感に包まれたカスタードと生クリームのほんわりとした濃厚な甘さ、そしてラズベリージャムのアクセントとなる

酸味が渾然一体となり、至高の贅沢とも言えるような味わいを織りなしていく…その間隙に、艶めくナパージュ

がつるりと歯の内側や舌の上を踊り、それが練乳のまろやかでとろりとした濃厚な甘さと交じり合おうものなら、

そこにはもう約束された幸福しか残っていないと、静かに瞑目して"生きる喜び"を噛み締める以外にできる事は

もうなかったでした………そうして浸りに浸った後ゆっくり目を開けると、そこには…な、無い！！なにも！！！さっき

まで存在していた私の苺のタルトと非課税の5000兆円は一体何処に！？！？（腹の中）（5000兆円は幻覚）

甘くて美味しいものは美味しければ美味しいほど

儚く食べ終えてしまうもの。さりとて、お口の中

に残る幸福は間違いなく偽りのない本物。

手を伸ばせば手に入る本物の幸福のひと

かけらを、皆様もこのお店で、是非…！

↑今月のお店の地図情報☆


